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第１章　板倉町の風景とは

板倉町は、北遠方に日光連山、北西遠方に赤城の山並みを擁し、南に利根川、北に渡

良瀬川、東に渡良瀬遊水地の３方向を水辺に囲まれた平坦な地形にあり、水田を中心と

した田園風景が広がっています。これら農地や河川などの自然的な土地利用は町域の約

75％を占めています。

町の中心部から西部にかけては、町役場や旧古河往還沿いの既存の市街地が面的に

広がっており、田園風景に寄り添うように集落が点在しています。また、東部には板倉

ニュータウンの整備が進められ、田園風景と調和し、良好な住環境の形成を目指した取

り組みが進められています。

このように、本町の風景は、田園風景と既存の市街地や集落、新たな計画的な市街地

などに区分することができます。

１ 板倉町の風景の概要

第１章　板倉町の風景とは

第
１
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本町は、南北を利根川と渡良瀬川、町の中央を谷田川（いずれも一級河川）が流れ

る平坦な地形です。標高は約 12 ｍ～ 26 ｍであり、洪積台地と沖積低地の２つに大

別できます。

（１）地形

図　地形と近代初期に確認できる堤の状況

出典：「利根川・渡良瀬川流域の「水場」景観保存計画－群馬県板倉町－」

第１章　板倉町の風景とは

２ 板倉町の風景の特徴
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本町の南北を利根川と渡良瀬川、町の中央を谷田川の３河川が東流しています。また、

低地に滞留した水を排除するための排水路や灌漑対策のための用水路が充実し、河川

と用排水路が町内を縦横にネットワークしており、水郷のまちを印象づけています。

さらに、地形的な成因により、町内には複数の池沼が存在しています。かつては板

倉沼等の大規模なものが存在していましたが、埋め立て事業により滅失し、現在は 14

の池沼が存在しています。

（２）水系

図　水系

出典：「利根川・渡良瀬川流域の「水場」景観保存計画－群馬県板倉町－」
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近代以降の本町の土地利用は、池沼の埋め立て事業による水面の減少と宅地の増加

が進行するとともに、畑地から水田が徐々に広がり、現在は町域の過半を占めるに至っ

ています。一方、台地上や河川沿いの集落には大きな変化は見られず、今日に至って

います。

（３）土地利用

図　明治 17年（1884年）の土地利用

出典：「利根川・渡良瀬川流域の「水場」景観保存計画－群馬県板倉町－」

図　昭和 22年（1947年）の土地利用

図　昭和 47年（1972年）の土地利用 図　平成 14年（2002年）の土地利用

第１章　板倉町の風景とは
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図　明治 17年（1884年）から平成 14年（2002年）にかけて土地利用が変化しない区域

出典：「利根川・渡良瀬川流域の「水場」景観保存計画－群馬県板倉町－」
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水防建築の代表的なものとして、農家住宅の敷地内に盛土を行い水害時に避難する

ための施設として整備されたものが水塚です。水塚は利根川流域に分布していますが、

本町においても低地の集落を中心として多数の水塚が建設されました。しかし、昭和

22年のカスリーン台風以降、水害を受けていないこと等から、水塚は減少傾向にあり、

現在現存する水塚は 150 棟程度と推測されています。

（４）水塚

図　水塚の分布

出典：「利根川・渡良瀬川流域の「水場」景観保存計画－群馬県板倉町－」

第１章　板倉町の風景とは
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本町には、利根川上中流域に広く信仰を集める雷電神社が町の中央に鎮座していま

す。雷電神社は、社殿、奥宮、末社八幡宮稲荷からなり、末社八幡宮稲荷は国の重要

文化財に、社殿と奥宮は群馬県の重要文化財にそれぞれ指定され、本町にとって貴重

な財産となっています。また、水辺の信仰として、ナガラ（長柄、長良）神社（水を

制し、利水し、安定した稲作農耕ができることを願う）や水神に関わる石祠等が集落

内に数多く点在しています。

（５）神社等

図　神社と水神に関わる石祠・石塔の分布

出典：「利根川・渡良瀬川流域の「水場」景観保存計画－群馬県板倉町－」
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本町には、先述した社寺林や防風機能を持った屋敷林が、長らく親しまれてきた集

落の原風景とも呼べるものとなっています。この中で、特に大きな樹木（幹周 2.5 ｍ

以上のもの）が各集落内に点在しています。

（６）巨木等

図　巨樹・巨木

参考：「板倉町巨樹・巨木マップ」（平成 17年 10月 21日　板倉町教育委員会）

第１章　板倉町の風景とは

● 天然記念物に指定されている巨樹・巨木

● その他の巨樹・巨木

　※幹周 2.5 ｍ以上の樹木を巨樹・巨木としている。


